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          言い訳の「なぜ」を書かないこと！ 

 「なぜなぜ分析」は、しっかりした理屈のもとに原因追求、および再発防止策を導くも

のです。 
 したがって、その分析上で使われる表現は、上記に結びつくものでなければなりません。 
 人間誰しも言い訳をしたいものですが、その言い訳を許してしまうと次に続かなくなっ

てしまう例を今回はご紹介します。 
 
 ＜間違った「なぜなぜ分析」＞ 
         なぜ                なぜ 
          
 
 
 上記のように、「めったにない作業だった」というのを「なぜ」で出してしまうと、この

後原因追求や再発防止策が出てこなくなります。  
また、このような言い訳の「なぜ」を出してしまうと、さらにその言い訳を正当化する

「なぜ」が出てきてしまうことが少なくありません。 
 それでは、一体上記をどのように修正すればよいのでしょうか。 
 
＜修正案－その 1－＞ 
         なぜ                 なぜ 
 
 
 
 
 
 
 

作業内容が明確

でなかった 
めったにない

作業だった 

作業内容が明確

でなかった 

事前に監督者が

手順を周知して

いなかった 

事前に監督者が

手順を決めてお

かなかった 



 または、そもそも「作業内容が明確でなかった」というのは、非常にあいまいな表現と

も言えることから、その部分から修正してしまうやり方も良いでしょう。 
 
＜修正案－その２－＞ 
         なぜ                     再発防止策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このように、言い訳の「なぜ」が出てきたら、これは考え方として間違っているのでは、

と思って修正すると、今までとは違った角度からの「なぜ」や再発防止策が出てきます。 
 私の経験から言うと、言い訳の文の多くは、主語が抜けています。 
 そのことから、主語を抜かさないようにすることにより、このような言い訳も防ぐこと

ができます。 
 ぜひ、参考にしてください。 
                                      以上 

作業者に対して監督者から作

業手順の説明がなかった 
監督者は事前に作業手

順の説明を実施すると

ともに、作業手順ボード

を作成し、それに手順を

列記し、さらに作業進捗

チェックをそのボード

で行う 


